	区分
	作品タイトル
	あらすじ等

	大賞
	ばあちゃんの　たいせつな
柿の木
	ときおくんは、田舎のおじいちゃん、おばあちゃんのところへ遊びに行きます。おばあちゃんは、おじいちゃんが作る渋柿にまほうをかけて、あまくておいしい柿を作っています。ときおくんも近所の子どもたちもおばあちゃんの作る柿が大好きです。後継者がいなくなり、そろそろ柿作りをやめようと思っていたおばあちゃんも、子どもたちが喜ぶ顔を見て、また続けることにしました。年月が過ぎ、現在ではときおくんが「ばあちゃんのたいせつな柿の木」を守っているというお話です。

	優秀賞
	おっこちた　おほしさま
	ある雨の日のできごとです。夕方になって雨がやみ、こぎつねのココンが外へ出てみると、草むらにたくさんのおほしさまが落ちています。おほしさまの正体はホタル。来年もこの場所でホタルが見られるように、この自然がいつまでも守られるようにしようねというお話です。

	
	むしなんか　いなければいいのに
	モエちゃんは虫が大嫌い。夏休み、田舎のおじいちゃんの家に遊びに行き、畑にでかけ、いろいろな虫に出会います。そして、この地球は人間だけのものでなく、虫やその他の動植物、みんなのもの、ということを学び、虫と仲良くするというお話です。

	
	シロクマくんがおじゃまします。
	子どもが本を読みながらテレビをつけっ放しにしています。すると、テレビの中のシロクマくんは、氷が溶けて溺れそうになってしまいます。シロクマくんは、テレビから抜け出し、ライフスタイルの見直しを伝えにやってきます。そして、エコな暮らしを続けた結果、氷は元に戻り、シロクマくんは感謝しながらテレビの中へ帰っていくというお話です。

	入賞
	おじいちゃんのふしぎなたね
	ベジタは、野菜を育てていますがまったく育ちません。そんなとき、天国のおじいちゃんから1通の手紙と種が届きます。ベジタは手紙を読み、種をまくと、今までの生活を改善します。すると森や川が元気になり、引っ越してしまった仲間や天国のおじいちゃんまでもが帰ってくるというお話です。

	
	ぞうさんのもり
	ぞうさんの背中にはりっぱな森がありました。ある日、ぞうさんは街へ行き、人々に頼まれ背中の木をどんどん分け与えていき、最後は木が1本もなくなってしまいます。ぞうさんは泣き出し、びっくりした人々はぞうさんのところへあつまり、背中にタネを植えます。再び、ぞうさんの背中にはりっぱな森が育ち、皆と仲良く暮らすというお話です。




	区分
	作品タイトル
	あらすじ等

	入賞
	やまはともだち
	おいしい空気を吸いに森へ行き元気をもらう。自然の中でのいろいろな楽しみ方をほのぼのとしたタッチで描いた作品です。

	
	ほんとう　の　おおきさ
	ねずみ、うさぎ、たぬき、きつね、つきのわぐまなど、動物たちは、自分の生活様式にあわせたサイズで生活しています。テレビや本で見るのと、実物を見るのとでは大きさが違うことを教えてくれる作品です。

	
	自然の中へ　さぁ行こう！
～岡崎の渓谷編～
	アメンボのメアリーとカメ型カメラのカメノスケが、くらがり渓谷へ出かけるお客さんに、自分たちが以前、くらがり渓谷で見てきた自然の様子を紹介するというお話です。

	区分
	作品タイトル
	あらすじ等

	大賞
	はっぱいろのまほう
	さなかちゃんは緑がいっぱいの村に住み、小鳥のチッチと仲良しの女の子です。ある日、お父さんのお仕事で、町に引っ越すことになりましたが、真っ黒な煙だらけの町にはチッチを連れてくることはできません。さなかちゃんは、お母さんのアドバイスで木の苗を植えることにします。すると、その夜、緑の妖精が出てきて、さなかちゃんは緑を大切にすると約束すると…翌朝、苗は大きな木になっていて、チッチがやってくるというお話です。

	優秀賞
	地球からのメッセージ
	海の主である万作じぃが、桃山小学校の星川アスカちゃん、双子のシャチ、キララとムーンに、現在地球で起こっているさまざまな環境問題や問題を解決するために行っている活動などを教えるというお話です。

	
	地球の自然を守ろう
	まるまる星に住むまるまる君とリボンまるちゃん。ある日、宇宙船に乗って地球に遊びにきました。森の中から助けを求める声がして、行ってみるとゴミの山の中にうさぎの親子が閉じ込められていました。ゴミを片付け、まるまる星に帰ってきた二人。ポイ捨てをしていた元気まる君に注意をし、自然を大切にするというお話です。
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